
最終処分場の維持管理計画

安定型・管理型最終処分場 (赤平市共和町556番 9外 )
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産業廃棄物の受入方法

当該処分場で処理できる種類以外のものの混入を未然に防止するた
めに、次のように管理する。
1.つ F出事業者及び収集運搬業者 との打合せ密にし、多様化する廃棄物

の うち、特別管理産業廃棄物等の除去を実施する。
2.搬出事業者並びに産業廃棄物の種類、性状及び特性を契約書、マニ

ュフェス ト等で確認するとともに、これ らが不明の場合は当該廃棄
物を受け入れない。

3.常時の持ち込み者に対 して、有害物質 (特別管理産業廃棄物)を搬
入 させないためには、溶出試験及びダイオキシン類の分析結果の提

出を義務付ける。また、多量で継続的な搬入物については溶出試験
等の分析結果の受理後、当社が再分析を実施する。

4.非常時者による持ち込みの場合の対応についても、溶出試験及びダ
イオキシン類の分析結果の提出を義務付ける。

5.廃プラスチック類 とゴムくずについては、概ね15cⅢ以下に限るもの

しか受入ない。

施設操業時の維持管理方法

1.搬入された産業廃棄物が飛散、流出しないように、又は悪臭が漏洩
しないように廃棄物が露出しない状態まで覆土を施 します。また、
通常の作業として廃棄物の即 日覆土は20cm(腐敗物の場合は50cm)

を行い、中間覆土は廃棄物3m毎に50cmを行い、埋立完了時には、
最終覆±100cmを行 うものとする。

2,搬入時に車両に覆いを取 り付ける等の飛散、流出対策を行 う。
3.悪臭が発散 した際の措置は、覆土、消臭剤の散布等の措置を行 う。
4.埋立物外周斜面を覆土 t=50cmを 敷設 し、速やかに遮水シー トを敷

設 して飛散流出防止措置を行い、1～ 4ブ ロック→5～8ブロックの斜
面の遮水シー トを再利用する。また、9～ 12ブ ロックについてはキ

ヤンピングシー トを敷設 し、最終覆土 t=100cmの 敷設を行い、
飛散流出防止措置を講ずる。

5.燃え殻、ばいじんについては、紛状及び火災の発生、飛散のおそれ
があることから、搬入者に対 し、湿潤状態で搬入するよう周知徹底
を図る。

施設整備・点検の頻度
施設整備については、日常的な整備点検を行い、定期的な機能点検及

び機能検査を月 1回技術管理者が行 う。

維持管理に関する記録及び閲覧方法

(記録する事項)

1.埋め立てた廃棄物の量
2,施設の点検記録 (擁壁、
3.地下水検査結果
4.残余埋立容量

遮水工、浸出水処理施設 )

(記録の閲覧)

1.維持管理に関する記録は、備え置いた日から起算 して3年 を経過す
るまでの間備え置き、閲覧に供する。

2.閲 覧場所 と閲覧時間は管理事務所で平常時 (月 曜～土曜 日)

AM8:00～ PM5:00ま で閲覧する。
3.正 当な理由なしに閲覧を拒まない。
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地下水の水質検査

1.地 下水等検査項目 (別表 :水質検査項目①)、 電気伝導率又は塩化
物イオン濃度を埋立開始前 1回の水質検査を行 う。

2.地下水等検査項目を埋立開始後年 1回、電気伝導率又は塩化物イオ
ン濃度を埋立開始後～終了後迄月 1回 の水質検査を行 う。

循環水 (再利用水)の水質検査
1.埋立開始後、地下水等検査項 目、ダイオキシン類 を年 1回 の水質検

査 を行 う。
2.pH、 BOD、 SSに ついて月 1回 の水質検査 を行 う。

保有水の水質検査

1.〕F水基準等 (総理府令)に係る項 目 (別表 :水質検査項 目③)を埋
立終了後 6か月に 1回の水質検査を行 う。

2.pH、 BOD、 SSに ついて埋立開始後月 1回、埋立終了後 3か月に 1回
の水質検査を行 う。



水資検査項目 ①

地下水等検査項目 Oi測定開始 ―:測定しない

区分 検 査 項 目

測 定 回 数

埋立開始 埋立期間中～廃止蛇

前1回 月1回 年1回

健

康

項

目

アルキル水銀 O O

総水銀 O O

カドミウム O O

鉛 O O

六価クロム O O

砒素 0 O

全シアン O O

ポリ塩化ビフエエル(PCB) O O

トリクロロエチレン O O

チトラクロロエチレシ O O

ジクロロメタン O O

四塩化炭素 0 O

1.2-ジ クロロエタン 0 O

1.1-ン クロロエチレン O O

シスー1、2-ジクロロエチレン O O

1.1.1-トリクロロエタン O O

1_1.2-トリクロロエタン 0 O

1.3-ン クロ隠プロペン O 〇

テトラメチデ♭チウラムジス,レフィド(チウラム) O 0

2.ク ロ辟-1.6ヒ・ス(エチルアミノ)_S.ト リアシ
・ン(ンマンLつ O O

ペンゼン O O

セレン O O

S-4-クロロベンシ・ル=N.N―シ`ェテルテ
い
オカルA`マーК手オヘ・ンカルフつ O O

硝酸性窒素及び亜硝酸性室素 O O

ふっ素 O O

ほう素 O O

ダイオキシン類 O O

その他
電気伝導率 O O

塩化物イオン濃度 O O



水覧検査項目 ②

循環水の水質検査項目(再利用水) O:測定開始 ―:測定しない

区分 検 査 項 目

測  定 回 数

埋立開始

後 年1回 後 月1回

生

活

環

境

項

目

火素イオン津府 (DH) O

生物化学的酸素要求量 (BOD) O

浮遊物質量 (SS) O

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 (鉱油類 )
O

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 (動植物油1旨類】_
O

フェノール :便含有呈 O

銅含有量 O

亜鉛含右量 O

熔解性鉄含有量 O

熔解性マンガン含有量 O

クロム合有量 O

フッ素含有量 O

大腸菌詳数 O

豊叢 合吉詈 (T―Nう

燐含有量(T一 P)

健

|

!

康

項

目

アk銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 O

アルキル水銀化合物 O

カドミウム及びその化合物 O

鉛及びその化合物 O

六価クロム及びその化合物 O

献素及びその化合物 O

シアン化合物 O

PCB O

有機嫌化合物 O

トリクロロエチレン O

テトラクロロエチレン O

ジクロロメタン O

四端 化炭素 O

1.2-ジクロロエタン O

|.ィ ージクロロエテレン O

シスー1.2-ジ クロロエチレン O

1.1.1-ト リクロロエタン O

1.1.2-ト リクロロエタン O

1.3-ジクロロプロペン O

チウラム O

シマジン O

チオベンカルブ O

ベシゼン O

セレン及びその化合物 O
「蛋う素及びその化合物 O

応、っ素及びその化合物 O

アシモニア、アンモユウムイと合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物 O

炉イオキシン矩 O



水質検査項目 ③

保有水の 査

区分 検 査 項 目

測 定 回 数

埋立期間中 埋立終了後

月1回 年1回 Cケ月1回 3ケ月1回

生

,舌

環

境

項

目

7k幸イオン滞 貯 (aH) O O

生物化学的酸素要求量 (BOD) O O

浮雄物質量 (SS) O O

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 (鉱油類) O O

ノルマルヘキサン抽出物質含有量 (動植物油脂類) O O
フェノール褥合右号 O O

鋼含有量 O O

師鉛含有号 ○ O

熔解性鉄含有量 O ○

熔樫性マンガン含有量 O O

クロム含有畳 O ○

フッ素含右量 O O

大陽菌辞数 O O

健

|

康

項

目

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 O O

アルキル水銀化合物 O O

カドミウム及びその化合物 O O

鉛及びその化合物 O O

六価クロム及びその化合物 O O

Iを,素及びその化合物 O O

シアン化合物 O O

PCB O O

有4v4蝶化合物 O O

卜I)ク ロロエチ レン ○ O

チトラクロロエチレン ○ O

ジクロロメタン O O

四端化炭素 O O

1.2-ジウロロエタン O O

.可
―ジクロロエチレン O O

シスー■2-ジクロロエチレン O O

1.1.1-ト リクロロエタン ○ O

1.1.2-ト リクロロエタン O O

1_3-ジ クロロプロペン O O

チウラム O O

シマジン O O

手オベンカルブ ○ O

ベンゼン O O

セレン及びその化合物 O O

ふっ素及びその化合物 O O

優弓蓋 乃 Tド子の イk合物 O O

アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物 O O

ダイオキシン類 O O



安定型・管理型処分場の維持管理

搬入管理 般入する廃葉物

点検箇所 点検内容・方法 点検頻皮

計番器による降糞物

ごみ貴

3月 の定期検査 (計量器 )
ごみ質 (群可物以外の搬入禁止 )

の計量 搬入日、排出編記録

報告書提出データ管理

マエ7エスト提出 収集理機業者は必ず提出 聴時

埋立管理 哩立作業管理

哩立方法 埋立工法―サンドイッテ方■t(※セル方式 ) ※腐敗物の場合のみ

覆上作業の実施

却日亜土の厚き20cm(虜敷物の場合 50。ぃ)

瞳時中間覆上の8師ごとに犀さ50om

最終種土の厚き100cm

転圧の実施

E土後転圧 砿時

危喰物への注危 危険物の機入紫止

直用機材の点検・調整・補惨 耳日1回

その他

ごみの飛散 ,流出防止 1日 1回

霰臭発生の防止 即躊、覆土及び消臭剤の散布等を,う。

害虫等発生の防止 即時、積土及び菓剤散布を行う

入口作業終了後鎖にて開鎖 lA睛

周囲えん堤にて園う 随時

現場作業員は安全幡・安全靴着用 1日 1回

第二者の立入・安全稲防止 I日 1回

施設管理

浸出水処理施設 管
理

漫出水処理施設棟

慣傷の有無 月1回

補修の必要性 月1回

濡水の有無 1日 1回

騰遺物 の沈下・傾き等 月1回

Ifh露・大 雨 欝 の 黒 常 時 の 対 策 地震時・大雨時

集排水路 8内及び周辺側薦等の点検i清掃 1日

集排水管の点検

曽のひび割れ 月 1回

管の継ぎ手の漏水 月1回

管のバルプの国着とつまり 月1回

紫排水管周辺の管理 屎護土の進積と管の目詰まり 月1回

水処理施設の点様
題正な運将条件の確認 1日 1回

各設備の点検・調整`補修 1日 1回

憎の点検
点棲・整備 1日 1回

水位の監視 1日 可回

薬品の管理
使用量の確認 1日子ェッ例スト作成

品質・保存の菅理 1日 1回

環境管理情報

浸出水量の首理 1日 1回

保有水の水質猿査

を選塾詳哲秘督習留滉睡選星
を行う。

窒騨 :嘉討鍛盤 星濯

地下水の水質検養 (上・下流1箇所 )

1地 下水等検査項目、電気伝導率又

は塩化物イオン浅度を埋立開始前 1回

の水責検査を行う。

台後年 1

シ濃度
の水賢

膜査を行う。

循環水 (再利用水)の水資 基準値以下にする

放流水量の管理

循環水 (再利用水)の 水質検査

2.pH180DISS月 1回 の水検査を行う

発生力秋処埋施設 籠設の点検 庁ス抜き設備の目詰まリ 1日 1回

情報管理 離持管獲情報

般入管理 殿入管理に準する 堕 時

望立作業管理 哩立の出来高の推奉 随 時

長境管理 各種浪1定結果の保存 1日


